
  
 

 
 

－入札・契約制度の改正について－ 
 

入札・契約制度について、次のとおり改正いたします。 
 

 
１．最低制限価格及び低入札価格調査基準価格の算定基準変更について 
 
 最低制限価格及び低入札価格調査基準価格の算定基準を、下記のとおり変更し

ます。 

改正後 現 行 

①直接工事費（建築工事及び設備工事はこれ

の９０％）の９７％ 

 

②共通仮設費の９０％ 

 

③現場管理費（建築工事及び設備工事はこれ

に直接工事費の１０％を加えた額）の９０％ 

 

④一般管理費の６８％ 

 

 ①～④の合計（１万円未満の端数は切り捨て） 

 

※ただし、合計額が工事価格に１０分の９．２

を乗じて得た額を超える場合は１０分の９．２

を乗じて得た額、その額が工事価格に１０分の

７．５を乗じて得た額に満たない場合は１０分

の７．５を乗じて得た額とする。（１万円未満の

端数は切り捨て） 

①直接工事費の１００％（ただし土木工事と

舗装工事以外は上記の９５％） 

 

②共通仮設費の１００％ 

 

③現場管理費の８０％ 

 

 

④一般管理費の５５％ 

 

①～④の合計（１万円未満の端数は切り捨て） 

 

※ただし、合計額が工事価格に１０分の９．２を

乗じて得た額を超える場合は１０分の９．２を

乗じて得た額、その額が工事価格に１０分の８

を乗じて得た額に満たない場合は１０分の８を

乗じて得た額とする。（１万円未満の端数は切り

捨て） 

 

 

 
 

 
２．適用時期 
 
  令和５（２０２３）年４月１日以降に入札公告又は入札通知をするものから適用。 


